
＊14 水準測量：地盤沈下現象を把握する方法として、一般的に行われているのが水準測量です。水準測量は、２地点に標尺を立て、その中間に水
準儀の望遠鏡を水平に置いて、２つの標尺の目盛りを読み、その差から高低差を求める作業をいいます。遠く離れた地点の高さはこの作業の
繰り返しによって求めることができます。公共測量における水準測量は、その精度により、一級、二級、三級、四級及び簡易水準測量に区分
されます。本県の地盤沈下観測では、最も精度の高い一級水準測量が行われています。

＊15 標高（T.P.）：東京湾の平均中等潮位からの高さです。実用的には、地上のどこかに高さの基準となる点を表示することが必要です。このため、
明治24年に東京都千代田区永田町（国会議事堂前、憲政記念館南）に水準原点が作られました。内部に置かれた水晶板のゼロ目盛りの高さ
が東京湾平均海面（T.P.）上24.3900ｍと定められています（平成23年10月21日改正）。

　地盤沈下とは、過剰な地下水の採取によって、

主に粘土層が収縮するために生じる現象です。

　地下水は、雨水や河川水等の地下浸透により補

給されますが、この補給に見合う以上の汲み上げ

が行われることで、帯水層の水圧が低下（地下水

位が低下）し、粘土層に含まれる水（間隙水）が

帯水層に排出され粘土層が収縮します。そのため、

地表部では地盤沈下として認められます（図2－

4－1－11）。

　地盤沈下は、比較的緩慢な現象で徐々に進行し、

ほかの公害と異なり、いったん地盤沈下が起こる

と元に戻ることはありません。

　県では、「一級水準測量」と「地下水位計・地盤

沈下計による観測」を行い、これら地盤の変動を

把握しています。

（1）一級水準測量＊14

　県では、地盤変動の状況を経年的に調査するた

め、昭和50年度から一級水準測量を実施してい

ます。広域的な測量を行うことにより、どの場所

でどれくらい地盤が変動しているかを把握するこ

とができます。

　平成29年度は、県の平坦地域10市町の水準点

134点、測量延長286㎞の規模で実施しました。

　平成29年の地盤変動量は、平成30年１月１日

現在の標高（T.P.）＊15から平成29年１月１日現在

の標高（T.P.）を差し引いて求めたものです。

　平成29年度における観測の結果、10㎜以上沈

下した地域はありませんでした（図2－4－1－12、

図2－4－1－13、図2－4－1－15）。

　また、測量を実施した各市町村における年間沈

下量のうち最大のものは、館林市入ヶ谷町（水準

点番号5－08）、伊勢崎市下道寺町（水準点番号

BM.62）の6.3㎜です（表2－4－1－21）。

　なお、観測開始からの累積沈下量としては、明

和町新里（水準点番号50-08）で最大の478.9㎜

となっており（図2－4－1－14）、観測開始から

の年平均変動量図は図2－4－1－16のとおりで

す。

　累積地盤沈下量の経年変化（図2－4－1－14）

を見ると、観測開始当初から比べて沈下量はゆる

やかな下降となっており、群馬県の地盤沈下は沈

静化の傾向にあるといえます。

第２項　地盤沈下の防止

１　　一級水準測量による地盤変動調査の実施と結果の公表　【環境保全課】

図2－4－1－11　地盤沈下の仕組み

図2－4－1－12　年間10㎜以上の地盤沈下面積の推移
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表2－4－1－21　平成29年度市町村別地盤変動状況

図2－4－1－13　平成29年度一級水準測量結果

地
域
名

市町村名 総数
水準点数 変動量の内訳 最大沈下点

沈下 隆起 変動なし 10㎜未満 10㎜以上
変動量
（㎜）

水準点
番号

所在地

保
全
地
域

館林市 23 23 － － 23 － 6.3 5-08 入ヶ谷町

板倉町 17 10 6 1 10 － 2.2 59-06 大字海老瀬

明和町 9 9 － － 9 － 5.7 5-07 梅原

千代田町 8 8 － － 8 － 3.5 53-15 大字上五箇

邑楽町 16 16 － － 16 － 4.7 邑35 大字赤堀

観
測
地
域

太田市
（旧藪塚本町を除く）

36 11 23 2 11 － 1.2 53-21 古戸町

大泉町 7 4 3 － 4 － 2.3 7-02 大字仙石

そ
の
他
地
域

伊勢崎市
（旧赤堀町を除く）

15 14 1 － 14 － 6.3 BM.62 下道寺町

玉村町 2 2 － － 2 － 4.7 1-09 大字飯倉

高崎市（旧新町） 1 1 － － 1 － 5.8 516 新町

計 134 98 33 3 98 －

  隆起 33点

 　　調査地点 変動なし 　3点 

  沈下 　98点 10㎜未満 98点

    10㎜以上 0点

図2－4－1－14　累積地盤沈下量上位５地点の経年変化

※平成23年度測量成果については、平成23年３月11日に発生した東北地方太平洋沖地震の地殻変動量が含まれています。

28262422201816141210864263615957555351
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（2）地下水位計・地盤沈下計による観測

　地盤沈下は、地下水の過剰な汲み上げが原因と

されており、地盤沈下の現状を把握するためには

地下水位の変化と地盤沈下量を観測、分析するこ

とが有効です。このため、県では一級水準測量に

加え、県で管理する地下水位観測井に地盤沈下計

を併設し、地下水位と地盤沈下量（地層収縮量）

を調査しています。

　平成29年は、地下水位観測井（地下水位のみ

観測）15井、地盤沈下観測井（地下水位と地盤沈

下量を観測）５井の合計20井で観測を行いました。

　主な観測井での観測開始からの変化を、図2－

4－1－17に示します。一般的に地下水位は毎年

同じような変化を繰り返しています。平成10年

頃までは、地下水位は下降傾向でしたが、現在は

ほぼ横ばい傾向にあります。

図2－4－1－15　単年度地盤変動量図（平成29年１月１日～平成30年１月１日）

図2－4－1－16　昭和51年からの年平均地盤変動量図（昭和51年１月１日～平成30年１月１日）
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　深度の異なる３本の地盤沈下観測井を設置して

いる明和西観測井の結果（図2－4－1－18）から、

次のことが読みとれます。

・地下水位の変化は、１年周期で変動がある。

・ 一度地盤が沈下すると、地下水位が回復しても

地盤は元に戻らない。

・ 浅層より深層で沈下が起きているが、地下水位

の低下は今のところ現れていない。

図2－4－1－18　層別観測井（明和西）の観測結果

図2－4－1－17　主な観測井の観測結果（地下水位計）
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　「群馬県の生活環境を保全する条例」により、

一定規模以上の井戸を揚水特定施設として設置の

届出と地下水採取量の報告を義務付けています。

　揚水特定施設設置者からの報告による平成29

年の各市町村別の地下水採取量は表2－4－1－

22、採取量の推移は、図2－4－1－19に示すと

おりです。

２　　地下水採取状況の把握と結果の公表　【環境保全課】

図2－4－1－19　地下水採取量の推移
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表2－4－1－22　各市町村別・用途別地下水採取量（平成29年１月１日～平成30年１月１日） （単位：千㎥）

地域名 市町村名 採取量報告数（本） 水道用 工業用 ビル用水 農業用水 合計

保
全
地
域

館林市 79 7,370 6,914 939 171 15,394
板倉町 30 1,529 442 65 57 2,093
明和町 25 990 6,224 0 0 7,214
千代田町 14 1,820 817 0 83 2,720
邑楽町 23 2,413 108 7 305 2,833
小計 171 14,122 14,505 1,011 616 30,254

観
測
地
域

太田市（旧藪塚本町を除く） 114 17,123 2,408 793 555 20,879
大泉町 24 3,717 1,553 120 0 5,390
小計 138 20,840 3,961 913 555 26,269

伊
勢
崎
・

佐
波
地
域

伊勢崎市（旧赤堀町を除く） 163 20,766 12,759 217 0 33,742
太田市（旧藪塚本町） 7 0 213 0 0 213
玉村町 33 4,493 1,021 909 0 6,423
小計 203 25,259 13,993 1,126 0 40,378

前
橋
・

高
崎
地
域

前橋市（旧前橋市） 149 15,491 9,288 827 757 26,363
高崎市（旧高崎市） 103 1,668 9,515 374 0 11,557
小計 252 17,159 18,803 1,201 757 37,920
合　　　計 764 77,380 51,262 4,251 1,928 134,821

（注）各市町村の地下水採取量は、四捨五入しているため合計が一致しない場合があります。

　県では、高度経済成長の過程で工場等による地

下水採取量が増大したため、特に東部地域の地盤

沈下が著しく進行したと考えられています。

　こうした状況を回避するため、県企業局では地

下水保全（地盤沈下）対策として東毛工業用水道

事業（給水区域：伊勢崎市、太田市、館林市、板

倉町、明和町、千代田町、大泉町、邑楽町）及び

東部地域水道用水供給事業（給水区域：太田市、

館林市、板倉町、明和町、千代田町、大泉町、邑

楽町）を計画・事業化しました。

　平成29年度は地下水から表流水への新たな転

換はありませんでしたが、引き続き転換を進め、

地盤沈下の防止に努めます。

３　　取水における地下水から表流水への転換の推進　【（企）水道課】
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